
１．AI・ICT等新技術
の活用

策定のポイント

イベントに頼らずに誘客できる三重のブランド力向上

１ 社会変化・課題への的確な対応（旅行者目線で変革し続ける）

３

働き手目線の導入２

「サステイナブルな観光振興」

デジタルマーケティング推進、MaaS、次世代モビリティ、
空飛ぶクルマ、AIチャットボット

⇒

２．交通サービスの充実 ⇒ 交通空白地域、時間における交通サービス充実化の取組を検討

１．目標値の導入 新しい目標として、働き手目線での収入額に関する目標を設定⇒

２．就業・起業等 ⇒ 働き方改革、食の人材育成、就業や起業、事業承継等への支援

１．体験型観光の創出 ⇒ 自然、文化、食、スポーツ、ナイトタイムエコノミー、
ゴルフツーリズムなど多様な観点から複合的に滞在魅力を
向上

２．インバウンド・富裕層 ⇒ 外国人倍増目標、客が客を呼ぶサイクルの確立、
外資系ホテル誘致、クルーズ・スーパーヨット誘致

３．観光推進組織・財源 ⇒ オール三重での観光推進のあり方を検討

NEW

「観光×SDGｓ
×Society5.0」

人口減少社会・少子超高齢化も見据えて

リニア開業も見据えて

次期遷宮を見据えて

NEW

NEW

NEW

NEW
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